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１　はじめに

　平成１９年６月、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下｢地教行法」という。)の

一部改正がなされました。

　改正後の地教行法第２６条の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理

及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し議会に提出する

とともに、公表しなければならないこととされました。

　この報告書は、令和６年度の事務について、八重瀬町教育委員会が実施した状況を自ら点検評価

したものをまとめたものです。

また、その結果を議会に提出するとともに町民に公表することといたしました。

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）抜粋

　（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

　第２６条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任さ

　　れた事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任された

　　事務を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

　　作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

　２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知

　　見の活用を図るものとする。

２　点検評価の対象及び方法

　令和６年度教育主要施策の中から抽出した重点的な事務事業を対象としました。

　点検評価にあたりましては、事業ごとの点検評価シートを作成し、評価基準により必要性、及び

効率性、及び有効性の面から評価を試み、総合評価を行い、課題と今後の展開を検討しました。そ

の後、学識経験者の知見の活用を実施し、意見を頂きます。

　　　総合評価は次の４段階とする。

　　　　A　・　・　・　・　・　十分目標を達成できた

　　　　B　・　・　・　・　・　ほぼ目標を達成できた

　　　　C　・　・　・　・　・　目標を下回っている

　　　　D　・　・　・　・　・　抜本的な改善及び休止を検討する

課題と今後の展開

　上記評価を踏まえて、課題を確認し、改善に向けて今後の展開を検討する。



令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【学校教育課 No.1】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅰ　学校教育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）沖縄県学力向上主要施策に基づいた学
力向上の推進　　　

（１）全国学力・学習状況調査において、小学校は県と
の差が算数（+2.0）国語（＋4.0）となった。算数、国
語とも昨年度より上昇している。中学校では数学（＋
5.0）国語（＋3.0）であった。数学、国語において昨年
度に引き続き、県平均を上回ったことは大きな成果であ
る。学力向上対策の学校体制が組織化されている強みが
結果として表れている。

（１）小学校においては、タブレットドリル等を用いた
取組に効果が出てきているため今後も有効活用していき
たい。また、カリキュラムマネジメントを意識した「そ
ろえる実践の取組」や組織的対応を強化して対応を進め
たい。
中学校においては、県平均を上回っているものの、全国
平均に近づけるためには、どの教科においても基礎・基
本の充実の徹底が重要である。今後とも引き続き、実効
性のある取組を継続することが求められる。

（2）保幼こ小連携・小中連携の推進 （２）幼児と児童の交流(音読会・学校探検・５年生と
の交流・おまねき会・体育の授業での交流)を行い、子
どもの思いやりや自主性の芽生えにつながった。
・教員・保育士の合同の研修会(公開保育・公開授業)で
子どもの姿、教育内容、指導方法、教材について話し合
うことで、教育・保育の見直しができた。また、幼児理
解や児童理解が深まっている。
・「もうすぐ１年生」のリーフレットやクラスだより、
広報などで保こ小連携の取り組みや子どもの育ちや学び
を伝えることで保護者の安定感につながった。
・琉球大学の学生や若い先生方も公開保育に参加するこ
とで、教育現場を理解する機会となり、より良い教師と
しての専門性を学ぶ機会にもなっている。

（２）カリキュラム「つなぐ」を意識するのではなく、
夢中になったり没頭したりする経験を見失わないように
する。発達や学びの連続性を踏まえた指導内容や指導方
法の工夫がこれからも必要である。
・園によって教育方針が違うため、小学校の学びへつな
げる共通の教育の理解が必要である。(横の連携強化)
・勤務形態の違いで研修時間の確保が難しい。
・５歳児や１年生だけの連携ではなく、園全体、学校全
体で取り組む組織作りが必要である。
・校区ごとの生活面等、園や学校における現状と課題の
情報共有。

（3）学力向上強化月間の推進（4・9・1～3
月)

（３）毎学期終了前に学力推進担当者研修において、各
校の実践取組について発表を行い、町内学校の“そろえ
る実践”に力を入れて取り組んだ。

（３）さらに小中連携を充実するために、各中学校区の
特色を活かした活動を支援出来る仕組みをつくり、町内
の学校の情報共有を図る。学力向上については、各学校
の好事例を発表し合うことにより、学校に還元できるよ
うに努める。

（4）八重瀬町学校訪問の実施 （４）計画通りに実施することができた。実際に学校を
訪問することで、現状の把握や学校の抱えている課題に
対して共通確認する場となった。

（４）学校の実態を把握するために必要である。委員会
職員だけの視点ではなく、教育委員の目線を活かした助
言ができるため、今後の学校運営において有益となる事
業の一つである。

（5）県外先進地視察研修 （５）池田市立池田小学校にて視察研修を行った。八重
瀬町としての学力向上推進の取り組みと比較しそれぞれ
の良さを見つけ、今後の取り組みへの検討や改善につな
がる研修となった。

（５）先進地視察研修を通して、授業改善の手立てや視
点、こどもの見取り方など、今後の授業改善の手立て、
また職員研修等に活用出来る情報を収集できた。

1.学力向上推進

 学校、家庭、地域が一体
となり、幼児児童生徒一
人一人に「確かな学力」
を向上させ、「生きる
力」を育むことにより、
自ら学ぶ心豊かな八重
瀬っ子の育成を推進す
る。

A
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【学校教育課 No.2】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅰ　学校教育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）小中学校へ学習支援員を配置
≪内訳≫
小学校4校へ4名配置、中学校2校へ2名配置

〇成果目標
沖縄県学力到達度調査における県と平均正
答率の差
・小学校：平均以上、　・中学校：+4.0ポ
イント以上

（2）学習における遅れがある児童生徒への
学習指導

（3）学習支援員による教材、教具等の作
成・支援

（4）学校長が学習指導で特に必要とする事
項

（1）小中学校へ特別支援員を配置
≪内訳≫
小学校4校へ18名配置、中学校2校へ2名配置

〇成果目標
対象となる児童生徒の保護者へアンケート
「特別支援員の対応に満足したか？」で
80％以上

（2）基本的生活習慣確立のための日常生活
の介助及び支援

（3）児童生徒の学校生活の安全確保

（4）発達障がい児童生徒に対する学習支援

（5）周囲の児童生徒への障がい理解推進

2.学力向上支援事
業

　学習の遅れがちな児童
生徒へ授業中や放課後学
習の支援を行い、基礎基
本の学力を定着させ学力
の向上を図るため、小中
学校へ学習支援員を配置
する。

B

・小学校の沖縄県学力到達度調査(国語・算数)における
県と本町の平均正答率の差は、+3.3ポイントで成果目標
である平均以上を上回っており、目標を達成することが
できた。

・中学校の沖縄県学力到達度調査(国語・数学)における
県と本町の平均正答率の差は、＋4.6ポイントで成果目
標である+4.0ポイントを上回っており、目標を達成する
ことができた。

　当初から配置計画通りの支援員配置ができず、年度途
中からの雇用及び自己都合による退職等があったが、概
ね計画通りの配置ができた。
　学力到達度調査(国語・算数)において、小学校では算
数・６年生の国語は平均以上だが、５年生の国語が平均
を下回る結果となった。中学校においても、国語・数学
は平均以上だが、英語が平均を下回る結果となった。
すべての学年・科目で平均以上を目指す為に、研修や意
見交換会を通して支援員のスキルアップが必要である。
　今後も積極的に人員の確保に取り組み、学校との連携
を図りながら、子ども達に効果的な学習支援を図ってい
く。

配置計画：6名（小4名+中2名）
配置人数：6名（小4名+中2名）
令和６年度配置率：100％

3.特別支援員配置
事業

　特別な支援を要する児
童生徒に対応した支援を
行うことで、学校生活や
学習上の困難の改善を図
るため、町立小中学校へ
特別支援員を配置する。

B

保護者に対するアンケート検証において「とても満足し
ている」「満足している」と回答した保護者の割合が
83％で成果目標としていた80％以上を上回った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※アンケート回答率88％(112名の保護者にアンケートを
実施し、98名の回答あり)

・児童生徒の安全を確保し、学習支援ができた。

・授業中、教師の話を聞けるようになった。　

　当初から配置計画通りの支援員配置ができず、年度途
中からの雇用及び自己都合退職等があったが、概ね計画
通りの配置ができた。
　支援員の対応については、保護者から良い評価を受け
一定の成果を上げることができた。
　今後も支援員の質の向上に努め、配置計画通りの人員
を確保するため募集方法等の検討が必要である。また、
学校の実状に合わせて、配置計画の変更等柔軟な対応が
必要である。
　学校現場から特別支援員を増やしてほしいとの声が上
がっているため、今後も継続的に人数を増やしていける
ように進めていきたい。

配置計画：20名（小学校17名+中学校3名）
配置人数：20名（小学校18名+中学校2名）
令和6年度配置率：100％
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【学校教育課 No.3】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅰ　学校教育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）教育相談支援コーディネーターを委員
会に配置、町教育相談員を中学校区に配置
する。

（2）幼児・児童・生徒・保護者・教師・町
民の教育上の悩みや問題等についての相
談、支援を行う。

（3）来所相談、電話相談、訪問相談を行
い、相談に当たっては家庭・学校・他機関
及び専門機関と十分な連携を図りながら支
援活動を行う。

（4）家庭や学校で居場所を失っている児
童・生徒に心の安らぐ場所として受け入
れ、相談支援を行う。

（5）地域・学校・教育委員会、連携した支
援を行う。

（1）小中学校へ英語指導助手を配置
≪内訳≫
小学校4校へ3名配置し分担、中学校2校へ2
名配置

〇成果目標
・小学校：児童へのアンケート「英語に対
する興味・関心が高まった」で80％以上
・中学校：学力到達度調査(英語)における
県と平均正答率の差が平均以上

（2）国際化や情報化に対応した国際性豊か
な広い視野を持ち、情報活用能力に優れた
人材の育成を目指す。

（3）小学校、中学校段階にふさわしい「体
験的な学習」「言語活動」を通して、児童
生徒が英語に触れ、外国の生活や文化など
に慣れ親しみことにより英語への興味・関
心を高めることを目指す。

（1）ICT支援員3名が町内小中学校を巡回
〇成果目標
・児童生徒へのアンケート「ICT機器を活用
した分かりやすい授業が実施されたか？」
で80％以上

（2）教職員へのICT機器の操作研修・指
導・補助

（３）ICT機器を活用した教材作成への助言

（4）学校内ICT機器の不具合発生時の現象
切り分け支援

4.教育相談支援
コーディネーター
等配置事業

　児童生徒の不登校やい
じめその他の問題行動の
未然防止、早期発見及び
早期解決、児童生徒の問
題行動の解決を図る。

B

・不登校児童生徒の学校への登校支援及び、教育相談室
での学習支援を行うことができた。　　　　　

・生徒が悩みを気軽に相談できる環境を整え、ストレス
等を和らげることができた。

・学校や関係機関と連携し、課題解決に向け取り組むこ
とが出来た。

　 家庭・学校・教育委員会・関係機関との連携のもと
に問題行動の未然防止、早期発見及び早期解決、児童生
徒の問題行動の解決・改善に努めた。今後とも、関係機
関との連携強化を継続して行っていきたい。

　令和6年度実績
　教育相談支援コーディネーター
　　・相談件数105件
　教育相談員（2名配置）　
　　・勤務：週3日
　　・相談件数：407件
　　（来所6､電話32、訪問348、巡回18、SNS経由3）

5.外国語指導強化
事業

　小中学校の発達過程に
応じ、外国文化への興味
関心や英語能力を高め、
国際化社会に柔軟に対応
できる人材を育成するた
め、英語指導助手を配置
する。

B

・小学校では、アンケート調査の結果、英語に対する興
味・関心度が82％となり、成果目標としていた80％以上
を上回ることができた。

・中学校では、学力到達度調査(英語)において県平均と
の差が-2.3％となり成果目標としていた平均以上を下回
る結果となった。　

　当初から配置計画通りの配置ができた。小学校では今
後も、英語指導助手を配置したことにより「楽しい英
語」の取り組みが学習意欲の向上に繋がるよう更なる工
夫をしていく。
　中学校では、学力度到達度調査(英語）における県平
均を下回っており、授業への興味・関心を高めるような
教材作成や補習・英検対策等、通常の授業にプラスした
取り組みをさらに取り入れる必要がある。
　今後も、研修や意見交換会通して英語指導助手同士の
更なるスキルアップが必要である。
　現在八重瀬町では具志頭小学校と新城小学校を１人の
AETが兼任をしている状態であるが、新城小学校も児童
数が増えてきていることを踏まえると、具志頭小学校と
新城小学校それぞれにAETを配置するべきだと考えられ
る。そのため、少なくとも町に６人は配置できるように
進めていきたい。

配置計画：5名（小3名+中2名）
配置人数：5名（小3名+中2名）
令和6年度配置率：100％

6.八重瀬町ICT支援
員配置事業

　児童生徒の情報機器操
作能力や情報活用能力の
向上を図るための支援と
併せ、教員による電子黒
板等のICT機器を活用した
分かりやすい授業が展開
できるよう小中学校にICT
支援員を配置する。

A

・ICT支援員を配置したことで、専門的な支援体制が図
られ児童生徒や教員のICT機器の活用能力が向上した。

・児童生徒へのアンケート調査の結果、「とても分かり
やすい」「分かりやすい」と回答した児童生徒の割合が
90.0％で成果目標を上回った。

　ICT支援員を配置したことで、専門的な支援体制が図
られ児童生徒や教員のICT機器の活用能力が向上した。
児童生徒のICT機器を活用する機会も増え、そこにスキ
ルアップした教員及び支援員が児童生徒を支援すること
で、児童生徒の満足度に繋がったと考えられる。
　今後も、新たな機器の導入やプログラミング授業の導
入など、急速に発展する情報化社会に児童生徒や教員が
取り残されることがないようサポートする必要がある。

ICT支援員：3名(町内小中学校を巡回）
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【学校教育課 No.4】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅰ　学校教育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）問題行動等の児童生徒の情報交換 （１）毎月実施している町生徒指導連絡会において町内
学校の児童生徒に関する問題行動の情報交換を行った。
児童生徒の問題行動については、学校だけでなく家庭環
境に起因する事案も増えており一層、学校との連携が求
められている。学校側での苦慮する事案についてケース
会議等に参加することで、支援体制や解決法について体
制づくりができた。

（１）生徒指導連絡会のあり方や各校の情報共有の体制
づくりを各学校ごとに校内生徒指導・教育相談委員会の
組織があるが、担当の異動があってもぶれない組織作り
に向けて取り組む必要がある。

（2）警察署等、関係機関との連携 （２）役場内で児童家庭課、社会福祉課と連携を図っ
た。また、毎月、糸満地区中学校生徒指導連絡協議会で
糸満署管内の中学校、警察と情報共有を行った。

（２）事件・事故等発生時に迅速に対応できるよう、警
察との連携を含め組織の強化を図る。また、学校からは
迅速に教育委員会へ情報をあげてもらい、必要であれば
関係機関を集めて早めにケース会議をおこない連携を図
る。

（3）児童生徒や保護者に対する対応（指導
助言・援助）
（4）児童生徒に関わる学校関係者に対する
援助

（３）（４）学校の対応が難しい保護者に関しては、指
導主事と教育相談コーディネータで連携して対応するこ
とができた。

（３）（４）初期対応に向けての各学校及び課関係機関
との情報の共有、連携の強化を図る

（1）各学校で校内教育支援委員会を設置
し、児童生徒の適正な教育環境の実現につ
なげる。

（1）事務局から関係者へ、学校・関係機関から保護者
へ教育支援申請等の周知・説明を行う事で、特別な支援
の必要な児童生徒への支援へ繋げる事が出来た。　　

（2）教育支援委員会を開催し、特別な支援
を要する児童生徒の次年度の就学先につい
て適正に判定する。 

（2）教育支援委員会で協議した情報を就学先学校へ提
供し、児童生徒の就学先決定後の支援へ繋げることがで
きた。

　各小中学校へスクールカウンセラー等の
配置を行い、児童生徒やのカウンセリング
や保護者・教師へ指導助言等を行う。　

　児童生徒が抱えるさまざまな心理的な問題へ、カウン
セラーによる専門的な指導・助言により、課題の解決・
改善へ繋げることができた。
　指導・助言の対象は、児童・生徒のみではなく、保護
者や教職員も対象となる。　　　

充実した事業ができているので、今後も県に要請して継
続していきたい。
【R6年度実績】
・配置人数　（各小中1名、東風平中 2名）
・配置回数：週1（3～４ｈ）、年27回
・カウンセリングなど件数
　小学校　235件
　中学校　117件
また、県の配置計画外で緊急性に応じて、町単独予算に
より、臨床心理士よる「児童生徒、教員、保護者」等を
対象としたカウンセリングを実施している。
・26件（37時間）

支給額(上限額)　小学校　　  中学校 ・小学校
学用品費　　　 11,630円    22,730円 　　要保護：1人　準要保護：525人　計526人
新入学用品費   54,060円    60,000円 　　決算額　36,157.116円　　
通学用品費      2,270円     2,270円
修学旅行費     22,690円    60,910円 ・中学校
校外活動費      1,600円     2,310円 　　要保護：3人　準要保護：261人　計264人
医療費           実費        実費    　　決算額　29,860,717円　　
給食費           実費        実費  

7.八重瀬町生徒指
導研修会

　八重瀬町立幼・小・中
学校における生徒指導上
の諸問題について対策を
協議し、町内及び中学校
区内の学校が行動連携を
密に、適正な指導を図
る。

B

8.教育支援委員会

　こども園、小・中学校
における特別な支援を要
する心身障害児童・生徒
の教育の支援を図る。

B

　関係機関と連携し、保護者への働きかけを行うこと
で、支援の必要な幼児児童生徒の教育支援委員会への申
請に繋がってきている。就学後も学校と連携し、幼児・
児童・生徒への支援の充実に向け、継続して取り組んで
いきたい。
【R6年度　教育支援申請件数】
・新規申請　166件
・継続申請　244件

9.学校カウンセ
ラー配置事業

　町内の児童生徒、保護
者の教育上の悩み等につ
いて教職員と連携し教育
相談を行う。

B

10.要保護・準要保
護児童援助費

　経済的な理由で就学困
難と認められる小学校・
中学校の児童生徒の保護
者に対して、学校給食費
や学習用品費などの援助
を行う。

B

　申請受付前に全児童生徒へお知らせを配付、広報誌へ
の掲載、ホームページでの周知を行っているが、援助が
必要な家庭が年度途中で申請・認定されている。制度の
周知を拡充していきたい。
また、新入学学用品費の入学前支給について、引き続き
実施していく。
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【学校教育課 No.5】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅰ　学校教育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）児童及び生徒の心身の健全な発達と地
域に根ざした学校教育。

（1）子供たちの心身の健康づくりが出来た。

（2）健康や環境の視点も取り入れ、学校や
地域の特徴を生かした食育の推進を図る。

（2）「食」について正しい理解と習慣を養い、栄養の
確保を十分配慮した「おいしい・楽しい・魅力ある学校
給食」を実現した。　　　

（3）4小学校・2中学校の児童生徒、教職員
及び調理場職員の給食4,300食を調理し各学
校に配送する。　

（3）安全・安心でおいしい給食を提供出来た。　

(2)学校給食費納付率の向
上

・学毎期発送督促状を発送。（11回／年）　　　　　　　　　　　　　  
・学校給食運営委員会の開催　年２回

収納率については現年度分・過年度分ともに減少した。

R3年度（現年度）収納率：97.46％            
R4年度（現年度）収納率：96.01％
R5年度（現年度）収納率：95.44％
R6年度（現年度）収納率：95.77％

R3年度（過年度） 収納率： 6.83％　             
R4年度（過年度） 収納率： 3.28％
R5年度（過年度） 収納率： 2.77％
R6年度（過年度） 収納率： 2.75％

B

・収納率の低下は、物価高騰による家計費の圧迫など昨
今の社会情勢が影響していると考えられるが、給食費の
収納率の低下から給食の質の低下につながらないよう、
滞納整理を強化していくとともに、給食の賄材料費は児
童生徒の給食費で運営されている事を再認識させていき
たい。

・今後とも現年度分・過年度分ともに収納率の向上に努
める。

校内ネットワークへの接
続や学習用端末と連携が
可能な電子黒板を導入
し、学習の基盤となる情
報活用能力及び主体的な
学びの意欲を向上させ、
学びの深化を図る。

≪ICT機器の整備≫
(1)電子黒板：55台
(2)電子黒板用パソコン：55台

≪児童生徒へのアンケート≫
「ICT機器を活用した授業が分かりやすかっ
た」を80％以上目標

・当初計画通り、小学校4校に対し電子黒板及び電子黒
板用パソコン53台、中学校1校に対し2台を設置すること
ができた。

・児童生徒へのアンケートを実施し、「ICT機器を活用
した授業が分かりやすかった」と答えた割合は95％だっ
た。

・R6年度は主に小学校1～2年生の教室へ整備し、概ね全
教室への整備が完了した。

・R７年度は当初計画時より教室増となった教室へ整備
を行う。

GIGAスクール構想の第1期
で整備した端末が耐用年
数を迎えることから端末
の更新が必要となるた
め。

≪学習用端末の整備≫
クロームブック　920台

≪整備場所≫
東風平中学校　2、3年生
具志頭中学校　2，3年生

・当初の計画通り、東風平中学校（2，3年生）、具志頭
中学校（2，3年生）に新しい学習用端末を整備できた。

・R7年度に中学校１年生、小学校3～6年生の端末も更新
する。

・R8年に小学校2年生の端末を更新

・R9年に小学校1年生の端末を更新

11.学校給食

B(1)町内小・中学校の完全
給食の実施

　食育の大切さが認識されている今日、朝食の欠食や
「孤食」等、家庭における食生活を考えると、学校給食
そのものが果たす役割は益々大きい。
　今後も成長期における児童生徒への正しい食習慣を身
につけさせ、食指導を行うことが必要である。

　東風平・具志頭両学校給食センターは、施設の老朽化
や児童生徒数の増加化などの理由から、施設の建て替え
が必要である。
そのため、R5年度から与那原町と共同で新給食センター
の基本計画の策定を行っており、令和１０年度に供用開
始をめざす。

12.八重瀬町ICT教
育強化事業 A

13.学習者用端末整
備事業 A
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.1】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）中央学級の実施（女性・高齢者） （1）公民館講座の一環として、中央学級(女性・高齢
者)の講座を開講した。

（1）社会福祉協議会や単位老人会・女性会と連携し,現
在のニーズにあった情報発信や強化・調査等に努め、中
央学級への参加者増加を図る必要があり。

（2）各字・自治会高齢者・女性学級の実
施

（2）単位老人クラブ（20団体）、単位女性会（2団体）
へ学級開設補助金を交付し、各単位ごとに活動を支援し
た。（計22団体）

（2）新型コロナの影響及び活動の低迷により町内老人
クラブ26団体中4団体が活動を休止中であることから、
感染対策と活動推進の両立を図る。

（3）社会教育関係団体の育成 （3）子ども会、青年会、女性連合会等へ補助金を交付
し、活動を支援した。子ども会育成者への研修を実施し
た。

（3）各団体のリーダー研修会の実施、各種団体との交
流会などに取り組み、情報交換や意見交換会を行ってい
きたい。

（4）二十歳の祝賀式の実施 （4）令和7年1月12日（日）八重瀬町中央公民館にて開
催。対象者343名の内244名参加。

（４）式典・式典後も、問題なく終了した。今後も八重
瀬町中央公民館で開催予定。

（5）地域学校協働本部事業の実施 （5）コーディネーター4名及びボランティア参加人数
132名、延べ350名の体制により、各小中学校に対し総合
学習・クラブ活動等の支援を年間を通じ実施できた。ま
た、「八重瀬町における学校運営協議会導入計画」を策
定した。

（5）地域学校協働本部は、支援の体制から協働へとシ
フトし学校や地域との連携を強化し「地域の子どもは地
域で育てる」の機運醸成に努めていくとともに、コー
ディネーター及びボランティアの後継者育成に努める。
また、CS導入に向けた学校・地域・行政による検討会議
の設立準備を進める。

（1）青少年健全育成町民大会及びパレー
ドの実施

（1）「青少年を非行や事件・事故から守り、社会を明
るくする町民大会」を、やえせのシーちゃん広場（屋
外）にて開催。パレードは中止。

（1）青少年の事件・事故防止に努めるとともに、各種
活動について現状に即し、かつ参加団体の負担軽減に繋
がる形態・規模に改める。

（2）定期・不定期の夜間街頭指導の実施 （2）成人式式典中の見守り活動を実施。各中学校卒業
式式典中の見守り活動はなし。
毎月、第3金曜日の「少年を守る日」の巡回パトロール
は、少人数による重点地域の車両巡回を実施。

（2）地域の実情に合わせ実施していく。「少人数によ
る重点地域を車両にて巡回」を実施することで、学校関
係者等への負担軽減及び働き方改革にも繋がる。

（3）少年の主張大会の実施 （3）第19回八重瀬町『少年の主張大会』を中央公民館
にて開催。５名の主張者による発表を行った。各主張者
のレベルも高く、町代表の主張者が島尻地区の代表にな
るなど、大きな成果が図られた。

（3）青少年が日頃考えている様々な意見を主張できる
よう、各中学校と連携を強化し、事業を継続できるよう
取り組んでいきたい。また、他の生徒も見学できるよう
に開催時期などについて検討していきたい。

（4）子ども会育成事業（各種研修会、大
会等）の実施

（4）各単位子ども会向けに、夏季研修（かりゆし水族
館/参加者50人）、冬季研修（いちご狩り/参加者120
人）を行った。
　ジュニアリーダーについては、徐々に活動する機会を
設け、町事業へのボランティア活動に参加してもらい、
リーダー育成を図った。（主張大会の司会や冬季研修の
引率など参加）

（4）R6はスポーツ振興課と連携し、町事業の子ども
カーニバルや児童オリンピック大会を開催。冬季研修は
去年同様いちご狩り研修を開催。バスでの移動中にクイ
ズ形式でのイチゴに関する豆知識を出題し、食べるだけ
ではなく、いちごの知識についても学習が図られた。
　ジュニアリーダーについては、年々活動する機会が減
少しており、今後は社会教育課のみならず教育委員会他
課などへの事業参画を検討していきたい。

（5）少年少女人材交流事業
（高知県香南市、山形県米沢市)の実施

（5）香南市交流：8/7～8/9に香南市へ派遣し（町内小
学生12名、香南市11名）児童生徒交流を行った。
　　米沢市交流：1/28～1/31に米沢市を訪問し、異文化
体験を通しながら児童生徒交流を行った。

（5）事業をとおして「児童生徒の視野が広まった
か？」等の保護者アンケートを実施。「広まった」回答
率100％を達成。今後も本研修内容を更に充実した内容
となるよう検証していく。

（6）青少年国際交流事業(ハワイ州)の実
施

（6）町内中学生12名をハワイ州へ派遣。事前研修（12
回）・本研修（8/19～28）・事後研修（4回）・事後報
告会を実施。

（6）事業をとおして「生徒の国際的な視野が広まった
か？」等の保護者アンケートを実施。「広まった」回答
率100％を達成。今後も本研修内容を更に充実した内容
となるよう検証していく。

1.社会教育の充実

 乳幼児から高齢者まで生
涯を通して「いつでも、
どこでも、だれでも」学
習できる機会を数多く提
供し、生きがいづくりを
し地域活性化を図る。

B

2.青少年健全育成
事業

 次代を担う青少年を健全
に育成するための活動の
充実を図る。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.2】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）講座・教室の実施 （1）令和６年度は22講座・教室を実施し、町民の教養
を高め、心豊かで生きがいのある充実した生活作りに寄
与した。（令和６年度延べ参加人数697名）

（1）今後も町民のニーズに応え、継続的に学習機会を
提供することによって生涯学習の振興に努めていく。講
座開設の周知をSNS等で発信して多くの参加を呼びかけ
る。

（2）各サークルの育成と新規サ－クルの
結成

（2）中央公民館や具志頭分館で活動しているサークル
団体は28団体あり、年間を通して技能・技術の向上、心
身の健康づくりに成果をあげた。

（2）サークル活動も活発になり加入者も増えつつあ
る。感染対策を行った上で活動が継続できるよう今後も
サポートを行う。

（3）公民館まつりの実施 （3）サークル団体が日頃の活動を通して学んだ成果の
発表の場として、公民館まつりを開催した。今年度(R6)
は令和7年3月1日～3月2日の2日間にわたり展示発表や舞
台発表を行った。

（3）公民館利用団体（サークル団体）による公民館ま
つりの自主的な運営体制を構築していく必要がある。ま
た公民館利用団体だけでなく、各自治会公民館で活動し
ている団体等にも舞台・展示発表の機会を設ける必要性
がある。

（4）利用団体連絡協議会総会・スポ－ツ
大会・館内清掃の実施

（4）総会【令和6年4月30日】
　　 スポーツ交流会【令和6年11月14日】
　　 年末清掃【令和6年12月17日】
　　 花植え活動【令和7年3月25日】

（4）サークル等が利用しやすい環境を整えるための必
要な備品等を揃える。また利用団体との交流や公民館活
動の広報にも積極的に取り組む。

3.公民館運営事業
 町民の学習の場の提供と
サ－クルの育成及び生涯
学習を行う。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.3】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）レファレンス・貸出サービスの充実
※（利用者の調べもの学習への情報提供を
すること）

（1）多種多様な疑問や調査研究のため、情報や資料を
提供するとともに、資料収集に努めた。                                                       
可能な限りリクエストには答えているが、古書・絶版な
どで対応できない資料に関しては相互貸借を利用し、利
用者の満足度に努めるように心がけている。

（1）利用者の望む資料の提供に尽力した。どうしても
出版物の関係上、各館でも対応できない資料があったた
め、その際には他館につなぐなどした。今後も利用者の
ニーズにこたえられるように心掛けたい。

（2）サ－ビスの充実　 （2）利用者のリクエストに応えるだけで無く、利用者
の潜在的な要望に応え、図書の紹介やお勧めのコーナー
など、提案型の図書の紹介などを行った。また他課と連
携した掲示を行うことで、他課の紹介や周知を行うこと
ができた。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 令和6年度は町内２館合わせて延べ貸出人数22,058人、
総貸出冊数82,715冊となった。前年度から利用者数が継
続していることがうかがえる。また町外からも多くの学
習者が来館しており 、テスト前などは学生の利用者も
多く訪れており、学習の場としても活用がみられる。

（2）利用者のニーズに合った蔵書を増やすため継続し
てリクエストのあった図書を今後も購入していく。今後
とも、八重瀬町民に求められる図書館の拡充を目指す。
令和7年度は継続した貸出利用を促すため広報での周
知、イベントの実施を行い、より利用者が求める図書の
充実・運営に努める。
利用者の学習・読書での利用の長期滞在が増加してい
る。そのため駐車場がたりなく、図書館の利用ができな
かったという声があったため、対策の方法について考慮
している。

（3）図書館利用促進を目的としたイベン
ト・教育支援活動

(3)令和6年度は小学校の図書館見学のほか、中学生の職
場体験、高等支援学校の生徒の職場体験を2週間受け入
れた。
読み聞かせ会は親子での参加が多く見られた。今後も親
子で読書をする環境づくりの支援につなげていくため継
続していきたい。

(３)学校からの要望は今後も可能な限り受け入れを継続
していきたいと考えている。またイベントに関しても月
例の読み聞かせ会のほかに、イベント時の読み聞かせ会
などを企画し、親子で読書に親しむ機会をもてるように
努める。

（4）新設図書館における選書・図書の充
実

（4）令和6年度は新規購入分として約1550冊の図書を選
定し購入した。利用の多い文学作品や社会科学の本も充
実されるよう多く選定を行った。
電子書籍サービスは新規で437コンテンツを購入。前年
度は電子書籍購入予算が減っていたためコンテンツの購
入が少なかった。

（4）利用状況を把握しニーズにあった図書の選定・購
入に努める。今後も継続して新しい図書を購入すること
で、利用者が何度も足を運ぶ図書館づくりを目指す。今
年度も電子書籍も継続して購入するよう努める。学校か
らの要望をうけ町内資料の充実が図れるか検討してい
る。

（5）子どもの読書活動推進を目的とした
図書の貸出　　

（5）大型図書やボードブック・紙芝居を継続して購入
し、園や施設でも活用できるよう団体への貸出を図っ
た。児童書や絵本を充実させ、学童等の利用を通し、児
童が図書に触れる機会を増やすようにした。
令和6年度は町内団体の利用率も増え、年間でこども学
習センターで25団体(4504冊)、具志頭で5団体(64冊)の
町内事業所等が定期的に活用している。

（5）子どもの読書活動推進計画をもとに保育所や児童
館などに積極的に図書の貸出を行う。学校と連携し学習
に必要な資料を図書や電子書籍で購入し学習・読書の面
でもサポートしていく。学校の見学などを積極的に受
入、図書館を身近な存在として認識してもらう。

4.図書館事業の充
実

 町民に必要とされる図書
館を目指し、資料の収集
整理、保存に努め、町民
の教養、調査研究、レク
リエーション活動等を援
助し、教育と文化の発展
に寄与する。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.4】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）埋蔵文化財調査事業（事前調整・緊
急発掘調査）

（1）　開発予定地内での事前の発掘調査・踏査によ
り、周知及び新発見の埋蔵文化財（遺跡）の保存・保護
の措置を行った。軽微なものは立会工事にて遺跡の保護
に努めた。
   今年度の調整や調査については、事前調整が約230
件、開発に伴う緊急調査が2件あった。年間を通じ、滞
ることなく作業を行うことができ、目標を達成できた。

（1）　開発に伴う調査は事前の対応を適切に行うこと
ができたが、近年は開発行為が急増し、さらに大規模化
も目立つ。また、同時期に複数個所にて調査が必要な事
例などもあり、人員不足による迅速な対応に苦慮する面
も出てきている。今後も同様の事例が予想される。

（2）埋蔵文化財調査事業（保存目的） （2）暗御門及び須武座原遺跡（具志頭グスク崖下地
域）について観光客の出入りや風雨により崩落等が懸念
されることから遺跡の性格等を把握し、適切な保存を目
的とするための調査を令和3年度より行っている。                                                                              　　　　
令和6年度は計画通り発掘作業を進めながら、令和5年度
までの調査成果をまとめた発掘調査報告書を刊行し、目
標を十分を達成できた。

（2）　調査中の須武座原遺跡は約6,000年前の遺跡で、
令和6年度の調査で人骨のほか当時の炉跡と思われるも
のが新たに確認されている。
　各方面からも注目される遺跡で、今後新たな沖縄の歴
史が解明されることが期待されていることから、八重瀬
町の歴史や魅力を広く周知できる資源として活用してい
きたい（調査継続中）。

（3）文化財清掃委託 （3）町内における指定文化財への清掃委託を所有する
自治会の老人クラブへ行った。これにより、住民自身が
地元の文化財への関心が高まり、今後の保護についての
意見・関心が出るなどの効果が出ている。
地域住民が実際に文化財を守るといった保護・継承活動
を行うことにより、目標とする文化財への関心や誇りを
もつという目標が達成できた。

（3）清掃委託を地域（老人クラブ）に行うことによ
り、地域住民が文化財に触れる機会を定期的に生み出
し、誇りに思うことが期待できる。今後も引き続き取り
組んでいく。

（4）町文化財への指定業務 （4）以前より進めていた字具志頭の龕とハナンダーの
町の指定文化財について、文化財保護審議委員会への諮
問・答申をなどを経て、町指定文化財とすることができ
た。

（4）指定した文化財の周知と利活用及び、新たな指定
候補物件について調査・研究し、指定を目指す。

（5）文化財活用補助金 （5）町内の文化財を所有する地域などに対し、文化財
の保存と継承に活用することができる補助金（1件最大4
万円）を交付した。令和6年度は施設の修理や看板作
成、周辺整備など6件が対象となり、各自治体などが利
用し、目標は達成できた。

（5）年何応募が増加傾向にある。今後も周知を図り、
広く活用することで文化財の保存と継承に役立つ取り組
みを続けていく。

５.文化財事業
 町内の貴重な文化財を保
存・保護・活用する。 B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.5】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）近代資料収集事業
　一括交付金を活用し那覇市所蔵の「横内
家文書」から、八重瀬町関連（東風平村、
具志頭村、島尻郡、謝花昇等）資料の調査
収集を行った。
※横内家文書：沖縄県の官吏であった滋賀
県出身の横内扶が作成・保管していた県政
関係文書。

先の大戦において戦前の沖縄県政関係資料の多くが焼失
しているため、当時の状況を示す貴重な八重瀬町関連資
料を収集し、概ね目標を達成した。

引き続き関連資料の調査収集を実施していく。

（2）町文化協会の各種事業の実施
　R5年度に引き続き古典音楽、琉舞、民
謡、空手、演劇、日舞、コーラスの各部会
の事業を統合した総合文化祭を、飲食しな
がら芸能鑑賞を楽しむ「カフェ＆ステー
ジ」と題して開催した。町関連の飲食4事
業者の協力で、会場駐車場スペースに出店
してもらい購入したものを、会場で飲食し
ながら舞台鑑賞ができる企画を実施した。
来場者約290名。
町民の文化活動普及を目的に無料体験講座
（古典音楽 三線、筝曲、琉舞、コーラ
ス）を実施（全3回）。受講者約25名。

　八重瀬町文化協会は、より多くの町民が文化に触れる
機会を創出するため、これまであまり文化芸術等に関心
のなかった層へのアプローチを意識した取組を行ってお
り、事業も盛会であった。会員の資質向上並びに町民の
文化に触れる機会を創出しており、町の文化振興が図ら
れ、十分目標を達成した。

今後も継続して町文化協会と教育委員会の連携を図り、
組織体制の充実・強化に取り組んでいく。

（3）補助金・助成金情報や各種団体出演
依頼等の情報提供

　保存団体や地域へ情報を提供を行った。該当する助成
金の取りまとめなどの支援を行った。
　多くの地域が、伝統行事等で使用する用具の整備・更
新費用の確保に課題を抱える中、文化庁補助事業への申
請等の作成の支援を行い概ね目標を達成した。

地域や団体等の要望を伺い、引き続き可能な支援・連携
を図る。

（1）文化観光体験プランを創出するモニ
ターツアー実施

一括交付金を活用し、町観光物産協会へ業務委託を行っ
た。町の文化資源を観光資源として活用するためのモニ
ターツアーを実施。
①公民館ウエディング
②観光講演会・ワークショップ
上記2事業を行い、自走化に向けた実証実験が図られ、
十分目標を達成した。参加者アンケートを基に企画をブ
ラッシュアップし、自走化に向けてプラン化を行う。

引き続きターゲットを明確にし、町の資源を最大限活用
できる新たなプランを創出していく。

（2）モニターツアーによるアンケート調
査の実施、分析

調査結果を踏まえプランの修正、改善を行い、概ね目標
を達成した。

参加者アンケートの結果を協力団体とも共有し、双方が
今後の実施にむけたブラッシュアップを行うことで、よ
りニーズに沿ったプランの提供の実現に向けて取り組ん
でいく。

6.文化振興事業

　地域に根ざした伝統文
化の保存、継承、発展を
させるために、活動の支
援や後継者の育成に力を
注ぐ。

B

7.無形文化財活用
推進事業

　八重瀬町観光振興基本
計画基本方針に基づく体
制整備を行い、本町の多
彩な文化資源を活用する
ため文化観光体験プラン
の創出および具志頭分館
機能強化工事を行う。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.6】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）町史 移民・出稼ぎ編 （1）現地調査（ブラジル・アルゼンチン・ボリビア）
において、聞き取り調査及び資料収集を行い、県人会や
関係団体との情報交換をすることができた。
企画展（調査報告展）については、現地調査で得た資
料・証言・写真などを資料館において開催。699人の来
館があった。

（1）海外調査後の翻訳できる方（ポルトガル語・スペ
イン語、英語）が不足しているため、引き続き人材を探
しつつ、令和８年度の発刊に向けて、翻訳された調査資
料をまとめていく作業を行っていく。移民名簿の作成等
を引き続き行う。

（2）町史 言語編 （2）昨年度より継続して集落調査を行うことがでｌき
た。

（2）言語に詳しい方が高齢化のため、なるべく早期に
より多くの聞き取りを中心に調査を行う必要がある。

8.八重瀬町史編纂
事業

　歴史民俗資料館に関す
る資料の収集及び展示等
を充実させる。教育普及
活動への取組みを行う。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.7】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅱ　生涯学習の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

（1）常設展示室の運営　 （1）通常通り開館した。令和6年度の入館者数は4,223
人（令和5年度は3,893人）で来館者を増やす目標は達成
できた。

これまで以上に来館者を増やすための工夫をひき続き
行っていく。

（2）令和6年度　平和企画展
　「そして戦争がはじまった－八重瀬町で
の戦争前夜－」

（2）平和企画展展「そして戦争がはじまった－八重瀬
町での戦争前夜－」を資料館2階展示室に掲示し開催し
た（来場数：1,121人、開催月：6～7月）。八重瀬町の
戦時中の様子を広く紹介することができ、目標を達成で
きた。

　6月開催の平和企画展の開催期間中には、具志頭小学
校が平和学習の一環として、クラス毎に平和企画展を見
学した。平和企画展は今後も開催していく。

（3）令和6年度　八重瀬歴史文化継承事業　
海外調査報告展　
「世界の反対側のヤエセンチュを訪ねて〜
ボリビア・ブラジル・アルゼンチン」

（3）企画展「世界の反対側のヤエセンチュを訪ねて〜
ボリビア・ブラジル・アルゼンチン」を資料館2階展示
室にて開催した（来場数：699人、開催月：10〜12
月）。八重瀬の移民について周知する目的を達成でき
た。

町史編集事務局との連携で展示を行った。これによりま
た広い分野の来館者を呼び込む事ができた。今後も継続
して開催が望まれる。

（4）企画展
　「～港川人の発見者〜大山盛保展」

（4）企画展「～港川人の発見者〜大山盛保展」」を資
料館2階展示室にて開催した（来場数：70人、開催月：3
月）　※5月まで開催。
企画展開催により八重瀬町に貴重な資料があることや、
資料館の展示品が充実したことを周知することができ
た。

港川人発見者である大山盛保氏の孫にあたる大山盛康氏
より寄贈頂いた港川遺跡に関する貴重な資料等を広く紹
介することができた。今後は展示及び研究資料として活
用を予定している。

（5）学校と連携した教育普及・学習支援 （5）町内の小学3年生に「港川人調べ」及び｛八重瀬再
発見」、「昔の道具と暮らし調べ」の学習でワークシー
トを活用、解説し、見学を行った（参加者：429人）。
　この内、「昔の道具と暮らし調べ」の学習では、バー
キやオーダーを実際に使った体験を行った（参加者：
385人）。
　向陽高等学校1年生の地理歴史公民の巡検学習におい
て、当館が巡検コースとなっており、港川人及び謝花昇
の解説と各自で展示室内の見学を行った（参加者：250
人）。
　また、近年町外小学校（南城市の3年生）からの見
学・体験依頼もあり同時に対応している（参加者：193
人）。
広く資料館を利用し、八重瀬町の魅力を知ってもらえる
よう調整しており、資料館の利用目標は達成できた。

　総合学習に関しては感染対策を行い学校側とも連携を
図り受入れ対応を行った。　次年度以降も学校と連携し
教育普及・学習支援に務めていく。
　さらに、学校等への資料館資料の貸出なども積極的に
行い、資料館の収蔵品の利活用行っている。
　資料館が建設されて20年が経過し、今後は常設展示室
の資料や収蔵庫の資料等の保存や強化措置が必要となる
ものが出てきている。
　さらに、常設展示室の展示内容のデータの更新が必要
なものもあり、今後は展示替え求められるが、それには
現状の体制からさらに充実化を図る必要がある。

9.歴史民俗資料館
事業

　歴史民俗資料館に関す
る資料の収集及び展示等
を充実させる。教育普及
活動への取組みを行う。

A
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　美ら島総体開催を記念し、県内の高校生
を対象とする学校対抗ウエイトリフティン
グ競技大会を開催し、競技の普及と競技力
向上を図る。また、女子部については、高
校総体の選考会を兼ねている。

開催日時：7月27日（日）

　昨年度から、開会式を行うなど感染対策を講じ、開催
した。年々参加選手の増が見られるが、無事大会を開催
することができ、ほぼ目標を達成することができた。

※参加人数：男子50名、女子27名

　今年度も、沖縄県ウエイトリフティング協会の協力も
得ながらコロナ感染対策を講じ開催した。　　
　参加選手が当初に比べれば減少してきており、今後、
沖縄県ウエイトリフティング協会と協力し、参加選手の
増を図りたい。

　海邦国体開催を記念し設立されたもの
で、沖縄県全域（離島含む）を対象とした
中学校対抗ハンドボール大会である。

開催日時：8月24日（土）～8月31日（土）

　県内の５会場において、沖縄県ハンドボール協会の協
力を得て開催しており、今年度も集団接触を避けるため
開会式等を行わず感染拡大防止等を図り開催した。男子
の部で３６チーム、女子の部で31チームが参加した。例
年どおりのチーム数が参加し開催することができ、十分
目標を達成できた。

　今年度も、沖縄県ハンドボール協会の協力も得ながら
感染対策を講じ開催した。
　次年度以降も、引き続き開催していきたい。

　町民及び町内に本籍、職場を有する者を
対象にしたゲートボール大会である。

開催日時：9月15日（日）

　１０チーム、６４名の参加があり、各字、自治会の交
流も含め、概ね目的が達成できた。

　ゲートボール競技が高齢者以外に普及していないため
か、壮年層の参加が少ないのが課題である。
　今後は八重瀬町ゲートボール協会の協力を得ながら、
各自治会・愛好者の協力を得て、壮年層にも積極的に呼
びかけを行い活性化させていきたい。

　沖縄県スポーツレクリエーション祭の一
環として開催されており、県より補助金も
支出されている。町内外、年齢を問わず参
加者を募っている。

開催日時：10月27日（日）

　昨年は４年振りに開催し、コロナ感染症拡大の影響も
受け、参加者数は減少したが今年は町内６名、町外１7
名の参加増により開催できた。大会を開催することがで
き概ね目標を達成することができた。

　コロナ感染拡大の影響により、パドルテニス離れが
あったが、今年は参加者も昨年に比べると増加の傾向。
　今後はパドルテニス愛好者の協力を得ながら、参加者
の増を図りたい。

　５種目【　板キック、クロール、背泳
ぎ、バタフライ】　タイムレースにて順位
決定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
〇表彰：男女１位～３位にメダル授与、参
加者全員に記録証授与

開催日時：3月16日（日）

　令和３年１月にオープンした屋内温水プール
（AQUASwim 　Academy八重瀬）にて昨年度に引き続き、
水泳大会の運営に精通している屋内温水プール運営事業
者の㈱AQUAに業務委託し開催。今年度は延べ参加者１２
５名、昨年度より減少ではありますが、開催できたこと
で、十分目標を達成することができた。
また、３３名の参加者が昨年度１位の記録を上回った。

　大会当日は、昨年度と同様に新型コロナの感染防止対
策として、屋外のテントを設置し、各競技時刻に応じ
て、参加者の入れ替えを行う等、屋内では密にならない
よう大会を開催。
　次年度以降も開催を定例化し、周知を十分に行い、小
中学生の水泳競技の実践、披露の場、また泳力や技能の
向上を図るため、開催して行きたい。

１．
八重瀬町長杯（美
ら島総体記念）ウ
エイトリフティン
グ大会（第14回)

　同大会を開催すること
により、その競技の普及
と技術力の向上、青少年
健全育成に寄与する。

B

２．
八重瀬町長杯中学
生ハンドボール大
会（第19回）

　同大会を開催すること
により、その競技の普及
と技術力の向上、青少年
健全育成に寄与する。

B

３．
八重瀬町長杯ゲー
トボール大会（第
19回）

　ゲートボール競技を通
して町民の健康や体力づ
くり、または親睦を図る
ことで、心身ともに健康
で生きがいのある人生を
送ることのできる生涯ス
ポーツ社会の実現を目的
とする。

B

４．
八重瀬町長杯パド
ルテニス大会（第
19回）

　パドルテニス大会を通
して心身の健康増進に寄
与するとともに、生涯ス
ポーツとしての普及啓発
を図り、あわせて参加者
相互の交流の輪を広げる
ことを目的とする。

D

５．
八重瀬町教育長杯
小・中学生水泳大
会(第4回）

　小中学校生に広く水泳
競技実践の機会を与え，
技能の向上とアマチュア
スポーツ精神の高揚をは
かり，心身ともに健康な
小中学生を育成するとと
もに，小中学生の親睦を
はかることを目的とす
る。

B
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　町内の少年野球チームを対象とした大
会。トーナメント方式により、2日間の開
催を行う。

開催日時：11月3日（土）、4日(日）

　新型コロナ感染症拡大の影響もあったが、町内全ての
少年野球７チーム、約１３０人が参加し開催できたこと
で目的が十分達成できた。

　八重瀬町少年野球連盟主催大会の秋季大会と同時開催
することにより、町内全てのスポーツ少年団野球チーム
が参加し盛り上がっている。

　県内小学４年生の部、小学３年生以下の
部を対象にした大会。普段の試合時間より
短い時間で行う事で子ども達の身体への負
担を軽減し、開催する。

開催日時：1月18日（土）、19（日）

　今年度も、沖縄県ハンドボール協会の協力も得て、集
団接触を避けるため開会式等を行わず感染拡大防止を図
り開催した。昨年と同様、４2チームが参加し開催する
ことができ、十分目標を達成できた。

　今年度も、新型コロナ感染拡大防止の観点から、沖縄
県ハンドボール協会により感染対策を講じ、開催を行っ
た。
　次年度以降も、引き続き開催していきたい。

1０月２日（水）～1０月2５日（金） 毎週
水・金曜日
時間：20：15～21：15「全８回」

　今年度は新しく大人のスイミングチャレンジコース
（８日間）を開催。
　１５名定員に対し、２２名参加。
　定員に対し参加者が多かったが、開催することがで
き、概ね目標を達成することができた。

　今年は新たに大人のスイミングチャレンジコースの開
催したが、社会福祉課においても水中運動事業を実施、
ほぼ女性のみ参加で男性が少ない状況は同じで、引き続
き参加が少ない男性に特化した水泳教室を開催して行き
たい。
　今後も参加者が受講しやすいよう、内容、日程、教室
名称等について工夫していきたい。

　町内の幼稚園児、小学生を対象に泳力別
にグループを分けることにより、初心者か
ら泳ぎの上達を目標とする子まで、泳力に
あった効率的な指導を目的に開催。　　　　　　　　　　   
夏休み期間中の午前８時３０分～９時３０
分までの計４回開催した。

開催日時：8月６日(火）～９日（金）

　募集定員６０名に対し、８０名が参加した。
初日に泳力判定を行い、水慣れコース（水中開眼・蹴り
伸び、ホンピング等）、フオームクラス（クロールのバ
タ足・基本姿勢）ベーシッククラス（息継ぎクロー
ル）、マスタークラス（背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ）
のコースに分けて指導、泳力に向上が見られる児童は途
中から上級クラスに移動した。目的は概ね達成できた。

　水泳教室の受講は、１人、800円の保険料を徴収して
いたが、兄妹で複数受講している家庭もあるので負担が
大きい。今年度も、施設の保険を適用し、参加費無料で
開催することができた。
　今後も屋内温水プールでの開催で天候季節に左右され
ず１年を通した日程が調整可能であるため、さらに多く
の小学生が参加・受講しやすいよう、委託先のAQUAと調
整していきたい。

６．
八重瀬町教育長杯
少年野球大会（第
19回）

　町内の少年野球の普及
発展、技術向上を図ると
共に軟式野球競技を通し
て、町内小学生の親睦と
交流を深めながら健全な
身体と心を養い友情と協
力の和を広げることと、
青少年の健全育成を目的
に開催する。

B

７．
八重瀬町教育長杯
小学４年以下ハン
ドボール大会（第
10回）

　同大会を開催すること
により、日頃大会に出場
できない４年生以下の子
ども達へ活躍の場をあた
えることにより、その後
の競技への志しや技術力
の向上、青少年健全育成
に寄与する。

B

８．
２０２４大人のス
イミングチャレン
ジコース

　運動習慣のきっかけを
作るとともに、泳力向上
による達成感・満足感か
ら楽しく出来る運動の継
続とコミュニケーション
の場の提供を目的としま
す。

B

９．
２０２４小学生水
泳教室

　水に親しみ、水泳の楽
しさを味わいながら基本
泳法を取得すると共に、
水に対する安全面の理解
と態度を育て心身の発達
を促し、その普及と青少
年の健全育成を図る。

B
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 　町内の一般成人を対象にした教室で、
歩く前の運動や正しい歩き方の指導を行っ
ている。運動公園内を参加者全員で楽しく
ウォーキングを行う。参加者の希望によ
り、前期（６月～７月）、後期（１１月～
１２月）の開催を行っている。

〇前期
日時：6月４日(火）～7月５日（金） １０
回
時間：19：30～21：00

〇後期
日時：11月2６日(火）～12月26日(木)　１
０回
時間：19：30～21：00

　昨年度に引き続きノルディックを用いたウォーキング
教室を開催した。ノルディックを用いることにより、背
筋が伸び姿勢よく歩くことができ、また、膝や腰に痛み
がある方でもリハビリを兼ねて負担なくウォーキングす
ることができる。
　現在、町内、東風平運動公園内で、ノルディックを用
いてウォーキングする方を見かけることが多くなってい
ることから教室の効果があった。
　前期・後期とも、各３０名参加し、目標を達成するこ
とができた。

　ノルディックを取り入れたことやストレッチの指導も
多く入れた教室となった。
　今後も、マンネリ化しないように、新たな指導方法を
取り入れ、周知を行い、参加者を増やす工夫をし、参加
者相互の親睦と健康・体力づくりを図っていきたい。

　町内の小学生を対象にした陸上教室で、
陸上クラブの講師を招き、基本的な動作を
指導している。夏休み期間中の９時００分
～１０時３０分までの計４回開催した。

開催日時：8月2０日(火）～2３日（金）

　今年度は５0名の参加で、昨年とほぼ同人数の参加者
となり、十分に目的を達成できた。

　今年度は熱射病対策により、休憩時間を多く取り入れ
て開催した。
　今後も新たな指導方法も取り入れながら、各学校の運
動会に向けて、町内小学生の体力・走力の向上を図りた
い。

　町内の一般成人、高齢者を対象にした教
室で、室内でのストレッチ等軽い体操、
ボールを使った体操を行うものである。
　引き込もりがちな参加者の体力維持増進
を図るため、週２回、１４時～１５時３０
分までの計１０回開催した。

開催日時：9月26日(木）～10月31日(木)
　　　　 毎週火・木曜日「１０回開催」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　定員４０名に対し４０名が参加がありました。
　十分目的を達成することができた。

　今年度も東風平運動公園体育館にて開催し、参加者が
定員数の人数で行えた。今後は具志頭社会体育館も併用
で開催し、できるだけ多くの地域の方が参加できるよう
開催場所、開催時期についても検討し、参加者相互の親
睦と健康づくり・体力維持増進に向け、教室の充実を
図っていきたい。

　スポーツ庁の調査内容に基づいて、青少
年16才～19才。成年20才～64才、高齢者65
才～79才を対象に体力調査を行った。（握
力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳
び、急歩（20才～64才、男子1500ｍ、女子
1000ｍのタイム計測）（65才以上6分歩行
の距離測定）、20ｍシャトルラン、立幅跳
び）
　6才～15才も追加で行い開催した。

開催日時：10月20日（日）

今年の参加者は50名（6才から11才：20名、12才～19
才：5名、20才～64才：14名、65才～75才：11名）の参
加がありました、特に小学生の参加も含めたところ多く
の参加があった。一般の参加がまだまだ少ないが、十分
に目標を達成することができた。

　町民の体力の現状を把握するためには、継続的な調査
が必要である。今後も積極的に呼びかけを行い、町民の
健康や体力づくりに資するよう工夫して行きたい。

１０．
ウォーキング（ノ
ルディックウォー
キング）教室

 　ウォーキングに対する
正しい知識をマスターさ
せ、参加者相互の親睦と
健康・体力づくりに資す
るとともに、運動の日常
化を図る。

B

１１．
２０２４小学生陸
上教室

　陸上競技を通して、走
る、跳ぶなど、基本的な
身体のケアを学び、生涯
にわたりスポーツ活動が
実践できる力を育てる。

B

１２．
ニコニコ健康づく
り教室

　自分自身の健康づくり
を見つけ、いつまでも健
康を維持し、充実した生
活づくりを目指すことを
目的とする。

A

１３．
体力調査・運動能
力調査（町民体力
テスト）

　町民の体力づくり、健
康の保持・増進を図る基
礎調査を行う。

D
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.11】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅲ　社会体育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

　チャンピオンスポーツから遠ざかり、身
体のきれが悪くなりだした壮年（35歳以
上）を対象に、初心者でも楽しめるスロー
ピッチという投球手法をもちいた各自治会
対抗のソフトボール大会である。勤労者が
参加しやすいよう、午後7時30分から2日間
にわたって開催した。

開催日時：11月12日（火）～15日（金）

　今年度は、新型コロナ感染拡大の影響もあったが、開
催することができ、前年度同様、８チーム、約１４０人
の参加があった。当初の目的は十分に達成できた。

　今年度も、準備運動や安全面への対策を周知徹底し、
けが人もなく無事開催することができた。
　これまでの新型コロナの感染拡大の影響により、自治
会活動が低迷する中、多くの字・自治会が参加し、健康
体力づくり、地域間の交流を図り親睦が図れるよう、今
後も周知を図りたい。

　町内・町外の健康な方（年齢、性別、国
籍を問わず）を対象にしたイベントで、具
志頭の港川遺跡公園コース6．0ｋｍを設定
し、ガイドの説明を取り入れて行ってい
る。南の駅を発着として参加者全員で楽し
くウォーキングを行う。

　開催日時：3月23日（日）

　新型コロナの感染拡大の影響で３年ぶりの開催から２
年目。５０名が参加で、昨年より参加が少なかったが、
途中にガイドの説明も行いながら、町民の健康増進を図
るとともに本町の観光資源（史跡、景観等）のPRも含
め、当初の目的は十分達成できた。
　今年度も、八重瀬町スポーツ推進委員の主催で行っ
た。

　一昨年までの新型コロナ感染拡大と天候不良による大
会中止を経て、昨年の３年ぶりの開催から２年目とな
り、町内外から参加者があった。今後も地域の観光資源
（史跡、景観等）を生かしたコースを設定、また観光イ
ベントとの同時開催を行い、町民の健康増進と八重瀬町
のPRを図って行きたい。

　小学生を対象にした球技大会で、町内の
子ども会より参加希望者を募り開催してい
る。スーパードッジボール（１年生から３
年生男女）、フットベースボール（４年生
から６年生の女子）、ティーボール（４年
生から６年生）の３競技を実施。

開催日時：11月24日（日）

　新型コロナの感染拡大の影響で昨年度より開会式を取
りやめる等対策を取った上で開催した。
　スーパードッジボール８チーム、フットベースボール
４チーム、ティーボール５チームの延べ１９４名の参加
となり、昨年度より参加チーム数・参加者数が減となっ
たが、目的は十分に達成できた。

　これまでの新型コロナウイルス感染拡大に伴い、活動
を停止している子ども会や活動が低迷等している子ども
会があり、参加者集めに苦慮している子ども会が見受け
られた。
　集団接触を避けるため開会式の取りやめ等の感染対策
等を講じ、子ども会の交流が図られるよう関係課と連携
し、今後も開催していきたい。

　小学生版の陸上競技大会で、町内の子ど
も会より参加希望者を募り開催している。
短距離走、リレー等のトラック競技、幅跳
び、高跳び、ジャベリックボール投げの
フィールド競技を学年ごとに行い、計33種
目実施する。

開催日時：R6.9月29日（日）
　　　　→雨で延期R6.10月6日（日）

　令和元年度より5年ぶりの開催となり16単位子ども会
（342名）の申込みがあったことから、十分に目的を達
成できた。
　進行スピードを早めることで午前中に全競技を終える
ことができ、児童達の熱中症対策に繋がった。

　活動を休止している子ども会が増えてきていることか
ら、今後は子ども会単位に縛られない参加方法が必要と
なる可能性がある。

１４．
壮年スローピッチ
ソフトボール大会
（第1９回）

　日頃、運動不足になり
がちな壮年層を対象に同
大会を開催し、健康体力
づくり、地域間の交流を
図り親睦と融和を推進し
ていくことを目的とす
る。

A

１５．
YAESEいきいき
ウォーク２０２５

　ウォーキング大会を開
催することにより町民の
健康増進を図るとともに
八重瀬町をスポーツ拠点
とするPRを内外に発信
し、観光関連事業と併せ
たイベントとして地域活
性化を図る。

A

１６．
八重瀬町子ども
カーニバル（第19
回）

　小学生の健康体力づく
りを図り、スポーツを通
して健やかな成長と明る
く豊かな地域づくりに寄
与するとともに、各支部
の交流を目的とする。

A

１７．
八重瀬町児童オリ
ンピック大会（第
19回）

　町内各子ども会の活性
化と交流を図るととも
に、青少年健全育成と児
童の健康体力づくり及び
児童の陸上競技の技術力
向上に寄与することを目
的とする。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.12】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅲ　社会体育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

　プロチームの練習環境を整えるための備
品購入やリースを行う。
選手や観光客が施設訪れた際にトラブルが
ないよう警備委託を行う。

　目標とするJリーグ３チームの誘致、また海外からの
プロ野球チームのキャンプの受入れができたことから十
分に目標を達成できた。
　キャンプ中に本町体育施設でトレーニングマッチも行
うことで、多くの観光客が八重瀬町を訪れた。
京都サンガF.C.：R7.1/13～1/26(東風平サッカー場)
東京ヴェルディ：R7.1/13～1/23(具志頭サッカー場)
V・ファーレン長崎：R7.1/24～1/29(具志頭サッカー場)
ハンファ・イーグルス：R7.2/21～3/3(東風平野球場)

　町観光物産協会・県・キャンプ誘致業務委託者と調整
して、誘致するチームを検討、決定し、継続して誘致活
動を推進することで、キャンプの定着化を図る。
　従来よりキャンプを行うチームの決定が年末年始とギ
リギリであることから、短期間でキャンプの実施にかか
る周知広報が可能な手法がないか検討し、町内消費及び
事業効果の拡大を図る。

・東風平サッカー場芝生管理委託 ・東風平サッカー場においては、機能強化によるプロ仕
様芝生管理を行うことで冬場のサッカーキャンプの際に
良好な状態で芝生を管理することが出来た。

①サッカー場の施設環境
芝生管理を継続してきた結果、土壌の硬さが年々改善さ
れてきているがキャンプチームからは更なる機能強化を
図るよう要望があり、要望に沿うような芝生管理委託を
行う必要がある。
キャンプチームからの要望でもある継続的な芝生管理を
行うことで、芝生環境を整え施設の機能強化を図りた
い。

・野球場グラウンド整備、芝生用肥料及び
資材購入

・東風平野球場においては、芝生用肥料及び資材購入に
より芝生環境等のグラウンド整備を行い、野球キャンプ
の受入れ環境の向上を図ることが出来、目標を十分に達
成できた。
【サッカーキャンプ】
Ｊリーグチーム1件、プロサッカー選手複数人による自
主トレ1件の受入れ実績となった。
【野球キャンプ】
国外プロ野球チーム１件、県外大学公式野球部1チー
ム、県外少年野球大会２件、プロ野球選手における自主
トレ１件の受入れ実績となった。

②野球場
既存施設を生かしながら更なる機能強化の整備を図りつ
つ、キャンプ受入チームからの要望にも対応できるよう
継続して施設環境を整えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・引き続き既存施設を生かしながらの機能強化を図りた
い。
・誘致件数の増加を図るため、町観光物産協会や旅行会
社と連携して八重瀬町への観光の誘客につなげたい。

・東風平運動公園の美化作業の実施 　観光地や施設及びアクセス道路の草木の伐採等による
景観美化作業を計画どおりに実施する事ができた。
　観光地周辺の景観形成及び道路環境について、利用し
た施設の清掃状況の満足度目標値８０％を上回る９２％
の回答結果となり、目標を十分に達成できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
優先順位や必要性の高い場所の選定を行いながら定期的
に景観美化作業を行うことができた結果、安心安全な観
光客の受入体制の整備を行うことができたと考える。

・気象条件や繁忙期等を勘案した作業実施の計画を行
い、観光地としての通年での美化を目指す。
・除草剤を活用するなど、美化作業員の作業効率向上に
係る取組を推進する。
・計画的な作業機械の更新を行っていく。今後も美化作
業を、優先順位や必要性の高い場所等を検討及び調整し
ながらアンケートによって検証することにより本事業効
果の更なる向上を図る。

１８．
八重瀬町サッカー
キャンプ事業
（一括交付金）

　観光客の落ち込む冬場
に県全体で誘客促進を図
るため、県の推進するス
ポーツコンベンション事
業と連携し、サッカー
チーム、野球チーム等の
スポーツチームを誘致す
ることで、観光客の誘客
を図る。

B

１９．
運動公園施設等整
備事業
（一括交付金）

　スポーツキャンプの誘
致を図るため、運動施設
の整備を行う。令和6年度
においては、東風平サッ
カー場等の芝生管理委託
業務、東風平野球場グラ
ウンド整備・芝生用肥料
及び資材購入を行う。

B

２０．
観光地美化作業事
業
（一括交付金）

　観光地としての魅力向
上を図るため、町内の観
光客が訪れる観光地や施
設、観光地アクセス道路
等の美化清掃を行う。

A
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【社会教育課 No.13】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅲ　社会体育の充実
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開

　児童生徒のスポーツの
意識を高めることを目的
として、トップアスリー
トによるスポーツ教室を
開催する。

町内の小中学生を対象に開催。

・バレーボールクリニック
 開催日時：2月23日(日)　
 時間：10:00〜12：00
 講師：青山繁（元男子バレーボール日本
代表）
 場所：東風平運動公園体育館

・ソフトテニスクリニック
 開催日時：2月8日(土)
 時間：9：30〜12:00
 講師：九島一馬（ミズノ所属）
 場所：東風平運動公園テニス場

・バレーボールクリニックを町内小中学生を対象に開催
し、小学生５４名、中学生２５名の参加があった。

・ソフトテニスクリニックを町内小中学生を対象に開催
し、小学生１３名、中学生４４名の参加があった。

・スポーツクリニックへ参加した児童生徒の保護者への
アンケート検証の結果、児童生徒のスポーツへの意識が
高まったとの回答が、バレーボールが９３％、ソフトテ
ニスが９３％となり、目標値８０％を上回り、十分目標
を達成することができた。

A

　講師より練習方法、基礎練習、技術的改善点を学ん
だ。また、個人指導により、技術的な欠点など改善点の
指導もあった。クリニックを受講したことにより、今後
の練習や試合に役立てていく。
　今後もトップアスリートを招聘し、児童生徒の技術向
上、スポーツの意識を高めることを目的に教室を開催し
て行きたい。

　八重瀬町出身選手の活
躍を支援するために、県
外大会参加時の派遣費の
一部を助成し、九州、全
国のチームや県外選手と
交流、試合をすること
で、本町児童生徒の活躍
の場を広げ、スポーツの
対する意識を高める。

派遣費の航空運賃５０％を助成する。 　児童生徒に広い視野を持たせることを目的として、県
外で実施される各種大会へ派遣される際の旅費支援（団
体９件＋個人９２件＝計１０１件）を行った。派遣され
た児童生徒の保護者へのアンケートによる検証をを実施
した結果、県外大会に派遣されることにより広い視野を
持つことが出来たとの回答が１００％となり、目標値８
０％を上回り、十分に目標を達成することができた。

B

　今年度は、前年度９７件を上回る１０１件を実施し
た。
　今後も引き続き支援を行い、県外派遣前後でスポーツ
に対する意識向上、技術向上がどのような変化があった
かをアンケートによって検証することにより、本事業効
果の更なる向上を図る。　　

・具志頭サッカー場芝生管理委託

・具志頭サッカー場芝生農薬及び肥料（一
括交付金）

　具志頭サッカー場においては、プロ仕様による芝生管
理を行うことで冬場のサッカーキャンプ等の際に良好な
状態で芝生を維持することが出来た。
　FC琉球の練習拠点として利用されているほか、町サッ
カー協会、一般利用者等の利用もされており、Ｊリーグ
の東京ヴェルディのキャンプを受け入れることもでき、
概ね目標を達成できた。

　芝生管理を行った結果、土壌の硬さが施設完成時より
改善されたが、プロチームからは更なる機能強化を図る
よう要望があり、要望に沿うような芝生管理委託を行う
必要がある。
　プロチームからの要望でもある継続的な芝生管理を行
うことで、芝生環境を整え施設の機能強化を図ることが
必須であるが、今後、芝生管理に伴う経費の予算措置に
ついて、直営管理を含め検討する必要がある。
　Jリーグ2チームのキャンプ実績を元に芝生管理委託料
について一括交付金事業申請し、町単独経費負担軽減を
目指す。

２１．
「夢・未来」ス
ポーツレベルアッ
プ事業
（一括交付金）

２２．
八重瀬町スポーツ
観光交流施設活性
化事業
（一部 一括交付
金）

　Jリーグ規格を有する
サッカーグラウンド施設
により誘致したプロサッ
カーチームを活用し、県
内外からの練習見学や
ファン、アウェーサポー
ターなどの訪問観光や閑
散期にはサッカーを通し
て観光客と町民が一体と
なるイベント等によるス
ポーツツーリズムを推進
する。

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【教育施設課 No.1】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅲ　社会体育の充実（施設）
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開 教育委員コメント

　生涯学習・文化振興拠点施設に併設す
る、近代史資料館の内容を検討するための
「近代史資料館検討委員会」設置。

　近代史資料館のコンセプトや機能など展示の基本的
な考え方や方針の検討を行った。

R7年度から、近代史資料館の・展示設計（基本・実
施）・展示工事は、社会教育課（文化班）にて実施し
ていく。

　生涯学習・文化振興拠点施設を整備を行
うための外構（駐車場）設計と建築基礎地
盤の支持力確認に必要な地質調査（ﾎﾞｰﾘﾝ
ｸﾞ）を実施する。

・外構（駐車場）設計,ＣＢＲ試験(3試
料）
・地質調査（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ）56ｍ（３点）

　令和６年度は、外構（駐車場）設計、地質調査
（ボーリング）を実施した。年度内工期で完了し、目
標を達成させた。

・生涯学習・文化振興拠点施設は、東風平運動公園内
での整備であるため、社会体育施設の運営に影響が出
ないように工事を行う。
・R7年度は建築実施設計、造成工事を発注し以下の３
点を実施していく。
①外構（駐車場）設計において、造成高が決定、造成
工事において大量の残土処理が発生するため事業の進
捗に遅れが生じないよう、町内、近隣市町村への残土
受入地の調整を早期に行う。
②外構（駐車場）設計において、東風平運動公園内の
排水量が増大するため、東風平運動公園内の排水処理
に支障が生じないよう、調整池の設置を行う。
③地質調査（ボーリング）において、想定より強固な
支持地盤を確認、R７の建築実施設計（建築基礎）に反
映させる。

　令和元年に「第３次八
重瀬町地球温暖化対策実
行計画」を策定し、2040
年度のカーボンニュート
ラルの達成を目標にCO₂の
削減に取り組んでいるこ
とから省エネ及びエネル
ギーマネジメントシステ
ムなどにより電気使用量
の60％以上の削減とCO₂排
出量の削減を目指すこと
と、東風平運動公園は、
台風や地震等の災害に対
する防災拠点と位置付け
られることから、非常時
において長時間（72時間
以上）の電源確保が必要
になるため電源供給の手
段を確保し、防災拠点と
して施設機能の強化を図
ることを目的とする。

・環境省の補助金「地域レジリエンス・脱
炭素化を同時実現する公共施設への自立・
分散型エネルギー設備等導入推進事業」

・太陽光発電並びに蓄電池、EMSの設計及
び施工

・CO₂排出量及び電気使用量の削減効果の
検証

令和6年度は、本事業のプロポーザルを行った。優先交
渉権者のJV業者と事業の打合せ及び業務の進捗を行っ
た。

・災害時に長時間（72時間以上）の電気使用を見込む

・デマンド値削減量の明確化と削減効果による当該施
設の電力使用量の平準化を図る

　災害時の避難場所とし
て、電源の確保は必要なの
で、今後の展開に期待しま
す。

1.生涯学習・文化
振興拠点施設整備
事業（一括交付
金）

　生涯学習・文化振興拠
点施設を整備することに
より、南部地域を首里城
を中心にした沖縄の歴
史・文化を観て､学ぶこと
ができる場として、持続
可能な観光地づくりに取
り組み、沖縄観光の誘客
を図る。

B

2.八重瀬町運動施
設再エネ設備導入
事業

B
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令和６年度 教育委員会主要施策の点検・評価表  【教育施設課 No.2】
　　評価指標 Ａ：十分目標を達成できた　　Ｂ：ほぼ達成できた　　Ｃ：目標を下回っている　　Ｄ：抜本的改善及び休止を検討する

Ⅲ　社会体育の充実（施設）
施策項目 目的 事業概要 成果 評価 課題と今後の展開 教育委員コメント

既設の旧具志頭小学校体育館を屋内運動場
として、機能強化改修整備を行う。

・アリーナ「人工芝・防球ネット」：900
㎡（36ｍ×25ｍ）
・トレーニング室：85㎡（11.5ｍ×7.4
ｍ）
・会議室兼ダンスルーム：90㎡（10ｍ×9
ｍ）
・管理事務所、備品倉庫
・駐車場：約50台

令和6年度は器具倉庫や変電設備(キュービクル)工事や
駐車場予定地の実施設計業務、駐車場予定地用地買収
に伴う事業認定申請図書作成業務を行った。

　完成後は、県外からのウエイトリフティングのキャ
ンプや県内・九州大会の誘致をはじめ、現在キャンプ
を行っている野球やサッカーの屋内練習場として活用
していく。
　また、町民、スポーツ少年団、小中学校等の利用も
見込んでいる。

　安全確保のため、工事期
間中の防犯カメラの設置を
お願いします。
　子ども園等の活用が増え
ると思われるので、安全面
への配慮をお願いします。

　特別支援の8名学級によ
る教室の増も重なり、特
別教室や空きスペースに
よる教室改築を行い普通
教室の確保に努めてお
り、これまで以上の通学
区の変更も厳しく適正化
が図れない状況となって
ます。
　今後は、令和７年度を
ピークに就学前人口の予
測が減となる見込みのた
め、分離新設校の計画を
行うより、現小学校にお
いて普通教室を確保する
ことにより、一時的に使
用していた特別教室を元
の機能にもどし、教育環
境の改善を図る為。

既存の体育館下のピロティー部分に教室増
築工事を行う。
・普通教室5クラス
・特別教室1クラス（理科室・教材庫）
・衛生設備（男子トイレ・女子トイレ）

・普通教室増築工事により、既存校舎で使用している
特別教室を元の機能に戻すことにより教育環境の改善
を図ることができた。

・令和７年度の２学期から供用開始ができるよう進捗
管理を行う。

(1)八重瀬町・与那原町学校給食センター
協議会の設置

(1)令和６年10月１日、両町による「八重瀬町・与那原
町学校給食センター協議会」の設立

(2)新学校給食センター整備に向けた事業
の実施

(2)令和７年３月に「八重瀬町・与那原町学校給食セン
ター用地取得マネジメント業務委託」及び「八重瀬
町・与那原町学校給食センター民間事業者募集・選定
アドバイザリー業務委託」を契約締結

①「八重瀬町・与那原町学校給食センター用地取得マ
ネジメント業務委託」は、新学校給食センター建設予
定地の用地買収等及び事業認定申請業務並びに国税事
務所と所得の特例控除のための事前協議を行う。地権
者交渉となるため、慎重な対応が求められる。
②「八重瀬町・与那原町学校給食センター民間事業者
募集・選定アドバイザリー業務委託」は、ＰＦＩ事業
による民間活力を活かした事業を実施するため、給食
センター施設及び運営について、協議会で慎重に協議
する必要がある。

3.八重瀬町スポー
ツ観光交流屋内運
動場整備事業
（一括交付金）

　各種スポーツキャンプ
やスポーツイベント等の
誘致強化を図るため、現
在使用していない旧具志
頭小学校体育館を雨天時
の屋内運動場として、機
能強化に必要な改修を行
うことでスポーツツーリ
ズムの推進を図る。

B

4.東風平小学校教
室増築工事
（公立学校施設整
備負担金）

B

5.八重瀬町・ 与那
原町広域連携学校
給食センター整備
事業

　八重瀬町と与那原町
は、現在運用している3つ
の給食センター（東風
平、具志頭、与那原町）
が築40年以上が経過し老
朽化していることから、
最新の衛生管理基準に対
応し、増加する児童生徒
数にも対応できる新たな
学校給食センターを共同
で整備することを目的と
します。

B
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令和 7年度（令和 6年度分）八重瀬町教育委員会の主要施策に対する外部委員の評価と提言 

 

　3 名の評価委員の意見を集約し、以下、個別の政策、施策について評価と提言を行った。各番号は、点

検・評価表に準ずる。 

 

【点検・評価表の項目について】 

　現在の点検・評価表の項目について、目的、事業概要、成果、評価、課題と今後の展開、教育委員コメ

ントの項目があるが、今後評価の項目について、前年評価、当年評価と前回の評価がわかるように項目の

追加の検討をお願いしたい。 

 

【学校教育課】 

前年度と比較すると評価が下がっている事業はあるが、各事業については昨年度同様、成果目標の達成

が見られる。引き続き課題については検討いただき、質の向上に努めていただきたい。 

 

Ⅰ　学校教育の充実 

1. 学力向上推進 

全国学力・学習状況調査において、学力向上対策の学校体制が組織化されている強みが結果として表

れていることは、評価される。「そろえる実践の取り組み」や組織的対応を町、学校単位間での情報の

共有・連携をすることで、さらなる成果が期待できると感じる。 

また、保こ小の連携について、幼児と児童の交流や教員・保育士等の合同の研修会等や、公開保育・

公開授業等で幼児理解や児童理解が深まっている点は成果は評価できる。また、琉球大学の学生や若い

先生方との連携強化が、より深い連携へとつながっていると感じる。 

この取り組みを、小中連携ともつなげ、教育委員会バックアップの基、子ども達や保護者が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安心安全につながるような学校接続を今後期待したい。 

 

2. 学力向上支援事業 

学習支援員、特別支援員について、年度内での配置率 100％は、計画通り実施されており評価でき

る。 

一方で、特性を持つ児童への対応について、学校の現状や必要量の確認等、実情に応じての配置から

の目標設定等ができれば、よりよい教育環境が目指せると感じる。 

 

3. 特別支援員配置事業 

上記の学習支援員同様、年度内の配置率は達成している。今後も、募集方法などの検討を行い、人

員確保、支援員の質向上に努めていただきたい。 

 

4. 教育相談支援コーディネーター等配置事業 

八重瀬町社会福祉協議会は、児童家庭課から貧困支援対策事業を受託し、町内の貧困世帯に属する

小学生・中学生について、地域および学校の実態把握と課題分析という重要な役割を担っている。支

援員は、課題を抱える児童生徒の学校での状況把握や、教師との連携を進める中で、教育相談支援コ

ーディネーターからの助言やアドバイスを受け、大きな効果をあげていると考える。また、教育相談

支援コーディネーターと連携することで支援対象である貧困世帯の児童・生徒や保護者に問題が発生

した際には学校側と即時に緊急会議を調整し、必要に応じて保護者面談の調整も行うなど迅速かつ的

確な対応が可能となっていることから引き続き各機関等の協力体制を強化し、事業を推進していただ



きたい。 

12.八重瀬町 ICT 教育強化事業 

ICT 機器の整備、機器を活用した授業について、今の時代ニーズに合った活動支援について、とて

も評価できる。今後は、教員養成校や研究者との連携によるプログラミング教材などの推進等ができ

れば、よりよい ICT 教育の強化につながると考えることから、引き続き事業推進に努めていただき

たい。 

 

【社会教育課】 

前年度と比較すると評価が下がっている事業はあるが、各事業については昨年度同様、成果目標の

達成が見られる。幅広い世代が学習できる機会の提供、人材交流、文化財の調査保全等について、こ

れまで同様の広報活動などの取り組みを継続し、事業の充実に努めていただきたい。また、事業内容

について多岐に渡るため、相乗効果が上がるような工夫が今後、必要になってくると考える。事業施

策については、事業を廃止することに抵抗を感じる事もあるかもしれませんが、点検や評価の結果等

をもとに事業を統合、廃止することで、これまで以上に事業施策を充実、教育環境の提供ができるの

ではないかと考える。 

 

Ⅱ　生涯学習の充実 

　9.歴史民俗資料館事業 

企画展の実施、学校と連携した教育普及・学習支援が実施されており、前年度よりも来館者数の増加

がみられる。今後も企画展の実施内容の充実、学校教育との連携について努めていただきたい。 

 

Ⅲ　社会体育の充実 

4.八重瀬町杯パドルテニス大会（第 19 回） 

　前年度より参加者は増加の傾向がみられるが、評価については抜本的改善及び休止を検討する D 評

価となっているため、広報活動、各関係機関との連携を図り事業の充実、推進に努めていただきたい。 

 

【教育施設課】 

　今年度から教育施設課としての評価となるが、全体を通して、各事業については昨年度同様、成果目標

の達成が見られる。町内での活用に留まらず、県内外での施設活用充実に向けて、今後も事業推進に努め

ていただきたい。 

 

Ⅲ　社会体育の充実（施設） 

　5.八重瀬町・与那原町広域連携学校給食センター整備事業 

　2町共同で広域連携学校給食センターの施設管理について、民間活力を生かした事業を実施するにあ

たり、民間業務委託後も、給食の質を担保、給食センター施設等の整備、調理員の確保し安定した調理

体制を整えること、学校給食納付率の向上等との連携が必要になることから、引き続き各課連携を図

り、事業推進に努めていただきたい。 



八重瀬町教育委員会　教育委員名簿

役職 委員名

教育長職務代理者 金城　久弥

委員 西原　美喜絵

委員 兼屋　辰郎

委員 大泊　正代



八重瀬町教育委員会　外部評価委員名簿

役職 委員名

沖縄女子短期大学　児童教育学科　准教授 新垣　さき

こちんだこども園　園長 仲間　明

八重瀬町社会福祉協議会　社会福祉士 島　勉


